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短報 計測および剖検結果
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はじめに
富山湾の鯨類相については，南部らによる漂着調査
が継続的に行われている。一部の個体については剖検
が行われた（南部ら,2005)。今回，氷見市で漂着した
ハンドウイルカ（乃"戒”s〃""cα〃s）は新鮮な死亡個
体であり，計測や剖検を行ったので報告する。
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現地等で，計測や剖検を行った。当該個体は比較的
死後経過時間が短い個体であり（図l），胃は国立科
学博物館に搬送し精査した。頭骨および下顎骨は，
Pemn（1975）およびKuriharaandOda（2009）に準
じ，主な部位を計測した。全身骨格は富山市科学博物
館で保管している。なお，本個体は，2009年3月3日に
氷見市地蔵町の海岸に漂着し，状況は南部ら（2010）
で報告した。
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2mm大）2個，タイ科と考えられる魚類の頭骨の
一部（20mm～50mm大）数個，魚類の頭骨の一
部（20mm～30mm大）数十個，魚類の下顎
(20mm~25mm)数個ウマズラハギと考えられ
る腰帯（62．0，643，669，794，1018mm）5個
および疎（208；先端欠け，240，275，424mm）
4個（図2)，魚類の脊椎骨（5mm～12mm）
数十個および線虫4隻を確認する。
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3．外貌所見
外形：全体的に灰色を呈し，頭部腹側から体幹腹側に
かけて淡灰色，腹側胸部および生殖孔付近は，白
色から淡赤色領域を呈す。軽度の削痩を呈し，流
線型で膨満は認めず。腹部に斑点は認めず。
外傷：左体幹は，座礁した場所が砂浜であり，波打ち
際で揺れていた為，表皮の擦り傷が多数みられる。
背びれ後方および背側に，同種によると思われる
歯形を認める。
脂皮：弾力性および湿潤性に富む。
筋肉：弾力性および湿潤性に富み，暗赤色を呈す。
乳腺：泌乳は認めず。未発達。
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図2．ウマズラハギの疎(左)と腰帯(右：
コネクテイング・チェンバー（主胃と幽門胃の間に形
成される小部屋）；二つ認める。粘膜は黄白色を
呈し，著変認めず。
幽門胃；粘膜は黄白色を呈し，著変認めず。
十二指腸膨大部；粘膜は黄白色を呈し，著変認めず。
腸管：外観は，著変認めず。現場では，腸を開けずに
国立科学博物館に持ち帰り，翌日（3月5日）調査
する。全体的に弾力性をもち，軽度のガス貯留を
認める。泥状の内容物を少量から中等量認め，色
調は，肌色，褐色，黄色へと変化していた。粘膜
に異常および潰傷は認めず。腸内容物から，鈎頭
虫と思われる寄生虫（2種？）が十数隻および魚
類の耳石を一個認める。
直腸；I工門から約8cm上方まで角化上皮が裏打ちする。
豚臓：表面および割面において，赤褐色を呈し，小葉
構造明，少量の黄色臓液の排出を認める。寄生虫
寄生および著変認めず。
4．内臓所見
胸腔：各臓器の位置関係は著変なし。胸水は認めず。
腹腔：各臓器の位置関係は著変なし。赤色透明渠液の
腹水を少量認める。
＜消化器＞
舌：舌の先端にフリンジを認める。そのフリンジは退
縮途中と思われる。
肝臓：表面暗赤色，辺縁は鋭を呈す。割面は赤褐色を
呈し，一部槌色領域を認める。寄生虫寄生は認め
ず。
食道：弾力性あり，粘膜は白色角化上皮が裏打ちし，
著変認めず。
胃：解剖時に触診により，内容物の存在を確認する。
胃の形態を調査するために，現場では，胃を開け
ずに国立科学博物館に持ち帰り，冷蔵保管。
翌々日（3月6日)，胃内に10％ホルマリンを充
満し，胃の形態を保ちつつ胃全体をホルマリンで
固定する。10月2日に胃を開き内容物を確認する．
前胃；粘膜は白色角化上皮で，上皮の剥離は認めず。
潰傷などの病変は認めず。
主胃；粘膜はホルマリン固定により灰色であるが，固
定前には暗赤色を呈していたものと考えられる。
壁は明瞭，潰傷などの著変は認めず。
前胃および主胃にみられた内容物として，ヤじ
イカ科の上顎および下顎板（5mm）各1個，魚
類の耳石（3～8mm大）約8個，レンズ（'および
＜泌尿生殖器＞
腎臓：左右ともに弾力性を認める。表面は暗赤色，割
面は皮質部暗赤褐色，髄質部赤褐色を呈す。寄生
虫寄生および著変認めず。
勝耽：透明尿を少量認める。粘膜は，桃白色を呈し，
著変認めず。
卵巣：左右ともに表面平滑を呈し，未成熟。
子宮：子宮角に左右差は認めず。子宮間膜も肥厚は認
めず（図3)。子宮頚管に少量の透明粘液を認め
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図3．ハンドウイルカの生殖腺
る。その他著変認めず。
＜循環・呼吸器＞
心臓：外形正常，心筋は弾力性があり，赤褐色を呈す。
心内膜および弁膜ともに平滑。著変認めず。
肺：全体的に表面は暗赤色を呈し，辺縁部は軽度気腫
様を呈す。割面は暗赤色を呈す。寄生虫寄生は認
めず。
気管：白色泡沫状物が高度充満する。粘膜の著変認め
ず。寄生虫寄生も認めず。
＜内分泌器＞
甲状腺：表面は，暗赤色を呈し，表面の一部において．
凹凸不整を認める。割面は，暗赤色および平滑を
呈し，充実性で，のう胞は認めず。
副腎：左右ともに表面赤褐色を呈す。割面は，皮質部
灰桃色，髄質部暗赤色を呈し，境界明瞭。著変認
めず。
＜リンパ器＞
牌臓：クリームパン状の外形を呈す。表面は暗赤色を
呈し，割面は，赤褐色を呈し，牌粥に富み，憶胞
明瞭。
胸腺：塊状。表面および割面は赤桃色を呈し，小葉構
造明瞭。
腸間膜リンパ節：リンパ節が連なって存在し，軽度腫
大を認める。割面は，淡黄褐色を呈す。
浅頚リンパ節：左右ともに表面および割面は暗赤色を
呈し，軽度の腫大を認める。
肺辺縁リンパ節：左右ともに表面および割面は暗赤色
を呈し，軽度の腫大を認める。割面は，軽度浮腫
l雌
状を呈する。
直腸リンパ節：表面は暗赤色を呈し，割面は赤桃色を
認める。軽度の腫大を認める。
咽頭肩桃：左右ともに，軽度の腫大を認める。
＜頭部＞
翼状洞：寄生虫寄生は認めず。粘膜は，潰傷などの著
変認めず。
中枢神経系：検索せず。
考察
本個体は，退縮途中の舌フリンジが認められ，卵巣
および乳腺が未発達であることや体長から，性的に未
成熟である若齢のメス個体であると判断される
(Kasuyae／“，1997)。
本個体の主要所見として以下のものが挙げられる。
l気管における白色泡沫状物の充満および肺のうっ
血水腫
2豊富な胃内容物
3.腸管内における十数隻の寄生虫寄生
4胃内における4隻の線虫寄生
所見lでは，死戦期にみられた急性の循環障害によ
ると思われる肺のうっ血水腫がみられ，気道内の白色
泡沫状物が気道を塞ぎ，最終的には，窒息による呼吸
不全となり死亡した可能性が高いと考えられる。
所見2で示した胃内容物の中には，ウマズラハギの
ものと考えられる腰帯が認められた。腰帯の数やその
長さの幅から，様々な大きさの本種を少なくとも5個
体補食していたと推測された。最大の腰帯（約10cm）
を持つ個体は，体長30cm弱の大きさであったと推測さ
れた。さらに，耳石や頭骨の形態などから，ウマズラ
ハギ以外の魚類やイカ類を捕食していたと考えられる。
所見3および4の寄生虫寄生は，通常重度寄生でない
限り宿主に与える影響は小さいこと，胃および腸粘膜
に潰傷などの変化が認められなかったことより，本個
体に与える影響は低いと考えられる。
以上より，肉眼病理検査では，個体が死に至る重度
の疾病は認められず，漂着および死因の特定は確認で
きなかった。本症例は新鮮な個体であったことから，
さらなる詳細な組織および解剖学的知見を得ることが
可能である。さらに，今回のように胃内容物の詳細な
検索によって，食性などの様々なデータを蓄積してい
くことができ，日本海側でみられるハンドウイルカの
生態を知る有用な手がかりが得られると考えられる。
真柄真実ほか
謝辞
調査にご協力いただきました富山県高岡土木センター
氷見土木事務所，西尾正輝氏，匿瀬直樹氏，胃内容物
の同定にご指導およびご協力いただきました国立科学
博物館魚類研究室・篠原現人先生，東京海洋大学・谷
田部明子さん，日本セトロジー研究会・鈴木夕紀さん
に厚く御礼申しあげます。
文献
KasuvaT.，IzumisawaY.，KomvoY.，IshinoY.、
Maejima，Y1997．Lifehistoryparametersof
bottlenosedolphinsoffJapan・IBIRepolts,7:71-107．
KuriharaN，andOdaS、2009．EfIectsofsizeonthe
skullshapeofthebottlenosedolphin（、"ざjQps
"""c“"s).MammalStudy,34:19-32
11「〕
上土色
南部久男，田島木綿子，新井上巳山田格，田中豊，
大田希生，2005．富山湾における鯨類の記録
（2004年)．富山市科学文化センター研究報告，
（28)．91-94
南部久男，真柄真実，栗原望，山田格，関東雄，台織正
一，石川雄士，2010．富山湾における鯨類の記録
（2009年)．富山市科学博物館研究報告，（33)二
lO5－lO8・
PerrinW．F,1975．Variationofspottedandspinner
pomoise（genusSje"e"α）intheeastemPacificanq
Hawaii・BulletinoftheScrippslnstimteofOcean
ography，22:1-206
